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利島におけるハスオピエダシャクの密度推移

沼沢健一・南 晴文・遠藤佳成＊ 1・鈴木伸栄＊2・利島村産業建設課

（大島園芸技術センター・ホi大島支庁産業課・本2中央農業改良センタ一大島）

【要 約】 ノ、スオピエダ、シャク成虫および幼虫密度の推移を調査した。その結果，本種

の密度は2003年よりも低く，被害は問題にならなかった。過去7年間の結果より，最近3

年間のハスオビエダシャク密度は最も低いレベルで推移した。

｛目的］

利島村においてハスオピ、エダシャクは 1972年に大発生しツバキに大きな被害を与えた。

被害回避のため農業試験場，大島支庁および改良普及センターが利島村と協力し，成虫・

幼虫の密度調査による本種の発生予測を行い，ツバキ林における防除対策を検討する。

【方法1
1997年より開始した幼虫密度調査を 2004年5月 19日に行った。密度推定は例年同様時

間単位採集法で行った。この調査と同時に，ハスオピ、エダシャク以外の幼虫も採集し，発

生種類相および相対密度を調査した。成虫は誘蛾灯を lカ所設置し 1日毎の誘殺数を数え

た。

【成果の概要1
1 ）図 lはl分あたり幼虫採集数の推移を示している。採集数は 1997年の 9.3頭を最高に

2004年は0.05頭まで減少した。 2004年の食害は全く問題にならなかった。また，最も

密度が高かった 1997年で、も全島のツバキで、葉が無くなる食害レベノレで、はなく，全島で被

害が生じた 1972年の密度には達しなかったと思われる。表1に主要鱗麹自害虫採集数お

よび相対密度の推移を示した。 2003年の調査で最も多く採集されたのはトピモンオオエ

ダシャク， 2004年ではヤガの一種で，いずれの年もハスオビ、エダシャクが優占種でなか

った。また，すべての種類の幼虫密度が低かったことから， 2年間とも鱗麹目害虫の食

害は問題にならないと結論された。

2）図2に3月4旬（2001年以降， 1997年から 2000年は4月3旬以降）から 5月3旬ま

での成虫の日あたり誘殺数を示した。誘殺のピークは4月4旬から 5月l旬に認められ，

日あたり最大誘殺数は 2001年 4月4旬目の 93.4頭（5日あたり 467頭）で、あった。図

3に4月3旬以降の日あたり誘殺数の推移を示した。誘殺数は 2001年が最も多く， 2002

年以降非常に低く推移した。成虫誘殺数のデータからも小発生であると考えられる。図

4に幼虫採集数と成虫誘殺数の関係を示した。幼虫採集数と成虫誘殺数は正の関係が認

められ，成虫誘殺数が多い年は幼虫採集数も多いことが示唆された。

3）以上の結果より， 7年間の成虫誘殺数および幼虫採集数は 1972年に起きた大発生の

レベルより低く，八丈島で認められたトピモンオオエダシャクのような被害は生じてい

ないこと，特に最近3年間の発生量は低いレベルで、あることが明らかになった。そのた

め， 2004年度はハスオピエダシャク防除を行わなかった。
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表 1主要鱗麹自害虫の密度および相対密度
採集数／分／人 相対密度 採集数 相対密度

種名 2003年 2004年

ハスオピエダシャク 0. 018 1 0. 05 

トピモンオオエダシャク 0. 18 10 0. 05 

他のエダシャク類 0. 023 1. 3 0. 02 

ヤガ科の一種 0. 005 0. 3 0. 22 

＊相対密度はハスオピエダシャクを 1とした
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